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口製作意図

ユスリカ類は、双翅目の糸角群に属する昆

虫で、分類学上は吸血性の蚊やヌカカと近縁

で、それらの祖先に近い原剛を保っているが

この類はおそらく地球上に少なくも数千種類

が繁殖しているにもかかわらず、蚊やヌカカ

とちがって人間や家畜や農作物に病害をおこ

すこともないために、これまでその研究者も

きわめて少なく 、その発育史や生態について

も未知の分野が大きかった。

しかし、調べてみると、ユスリカは人間の

生活にも大きな関係かあることがわかった。

映画は、この未知の扉をひらく興味を中心に

□すいせんの言葉

ユスリカについてはアカムシが実験材料に使われるとか、成虫は人を刺さない

等の知識く,らいで我々は余り関心か．なかったが、この映画を見ると河川の汚濁の

指標生物として重要な役割をもっているようだ。何気なく見過している生物も研

究してみると人間生活にかなりのかかわりあいがあることが判り、ちょっとした

ことにも注意深く観察すると思いがけない現象を発見するものだなと感じた。

東京の下町で河lllが余りにも汚れていたときはユスリカもいなかったが、下水

処理も進み、工場の排水も規制されて河川が少しきれいになってきたらユスリカ

が大発生して食事もできず、洗濯物もしみだらけになると住民たちは訴えている。

霞ヶ浦も大量のヘドロの中で大発生し、周辺の家々では窓もあけられない。こう

なると人間生活をおびやかす害虫ともいえそうだ。そこで生徒にこの映画を見せ

てそれなら薬剤で撲滅させてはどうだろうと問いかけ、その答を整理してみたら

現在の若者の考え方か、出てきて面白いであろう。

構成されている。人知れず生きている小さな ユスリカの生態は最近研究され始めたばかりでまだ詳しいことは判っていない

生物の働きを知り、それを通して自然環境の

複雑なしくみ、自然の持つ浄化力にふれて、

我々が美しく豐かな自然をとりもどすために

は、まずこのような自然の浄化のしくみを大

切に育てていくことが必要ではなかろうかと

訴えている。

が、ア'カムシはヘドロを食べるらしいことが判ってきたそうだ。映画ではどれ位

食べるか比較実験は映されていないがヘドロの浄化にも役立つなら有望だ。ただ
静

その場合、大量の成虫が発生し飛び始めるという問題が残i)そうだ。
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霞ヶ浦

口利用上の留意点

自然のつく りと営みは複雑である。汚れていた川水が人々の努力によってきれいになる

と、ユスリカが大発生する。かつて川に魚などがすんでいた頃には、このようなことはな

かったのである。自然を構成している要素は、それぞれとゞこかにつながっているのである。

この映画は、身近な小川のどこにでも見られそうなユスリカにスポ､ソトを当て、人間と

この小さな昆虫とのかかわりを具体的に示している。

中学校理科では第二分野の「生物どうしのつながり」「人間と自然」のところで、高等学

校理科では「理科I」の「生態系と物質循環」「自然環境の保全」等の教材として適切であ

る｡ 多而的な討議が望まれる。 （筑波大学教授小林学)●
□あらすじ

東京の真中を、神田川という川が流れている。昔は水もきれいで魚も水鳥もいた。それ

が一時期は下水溝にされてしまい悪臭を放つドブlllになっていた。近ごろ川に沿って下水

道工事が進み、上流には汚水処理場もてきて、水か､いくぶんきれいになった。すると、予

想外の公害騒ぎが起きた。夕方になると蚊に似た小さな虫が大量に湧いてきたのである。

霞ヶ浦でも同じようなユスリカの異常発生が年々起きている。

ユスリカの幼虫は、いわゆる富栄養化のすすんだ水域の、水底のヘドロにおびただしく

繁殖し、羽化して成虫になると水面から空中に飛び出してくる。

これら汚水に住むユスリカは、環境のちがいで樋翔はいろいろあるが、幼虫はみな赤い。

清流に住むユスリカは白い。農業排水なと・いくらかまじっている普通の水のは冑っぽく 、

汚染がすすむに従って褐色、赤い種軸がいるが、将来、調査と分顛がもっとすすめば、そ

こに住むユスリカの種類と量によって水質が判定できる。いわゆる環境指標生物として貴

重な存在になる。

ユスリカは、このように興味深い、人間にとってはむしろ有益な虫だが、ときに異常発

生するのはなぜかを調べていくと、 多くの場合その原因は人間がつくっていることが判る。

また、霞ヶ浦で、湖底のヘドロのなかの有機物をとりのぞいてくれているユスリカの幼

虫の量を調べてみると、年々一万トンを超える。湖の周辺から毎日おびただしい量の有機

物が流入しているにもかかわらず、ユスリカの大量の発生によってこの湖水は辛くも腐敗

をまぬがれているものと推定される。…･･･

しかし､赤いﾕｽﾘｶの異常発生は危険信号であり､ も･と水のきれいな､異常発生な●
ど起きないバランスのとれた生態系にかえざ~なければならない。
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